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【技術の概要】 

本技術は、鋼管の先端に先端蓋と先端翼を一体化した部品を

溶接接合したものを回転させることで地盤中に貫入させ、これ

をくい材として利用する技術である。本工法の地盤から決まる

押込み方向の支持力については、国土交通大臣の認定：TACP-

0693-1～0696-1、および一般財団法人日本建築総合試験所の性

能評価：GBRC 建評-25-381A-003-1～006-1 を取得しており、こ

の性能証明は、本技術により設計・施工されたくいの地盤から

決まる引抜き方向の支持力に関するものである。 

 

【改定の内容】 

新規：GBRC 性能証明 第 17-35 号（2018 年 4 月 9 日） 

改定1：GBRC 性能証明 第17-35号 改1（2023年1月27日） 

・軸鋼管材質の追加 

（SKK400、SKK490、HU590、SEAH590 材の追加） 

・掘削刃仕様の追加（タイプⅡの追加） 

改定2：GBRC 性能証明 第17-35号 改2（2025年8月7日） 

・軸鋼管材質の追加 

（STKN400W、STKN400B、STKN490B 材の追加） 

・掘削刃仕様の追加（タイプⅢの追加） 

・先端地盤が粘土質地盤の場合で掘削刃タイプⅢのκ 

 を 62 へ拡大 

改定3：GBRC 性能証明 第17-35号 改3（2025年10月31日） 

・くい仕様の追加（くい軸部径 267.4mm、くい軸部厚さ 

8.0mm、先端翼部径 600mm の 1 仕様を追加） 

 

【技術開発の趣旨】 

本技術は、先端蓋と先端翼を一体化した部品を用いることで、

加工コストを低減させるとともに、加工精度を向上させている。

また、先端翼をなめらかな螺旋形状とすることで、回転貫入時

の施工性の向上を図っている。 

 

【性能証明の内容】 

本技術についての性能証明の内容は、単ぐいとしての引抜き方

向の鉛直支持力についてのみを対象としており、以下の通りであ

る。 

申込者が提案する「アルファフォースパイルⅡ工法 設計指針」

および「アルファフォースパイルⅡ工法 施工指針」に従って設

計・施工された先端翼付き鋼管ぐいの短期荷重に対する引抜き方

向の支持力を定める際に必要な地盤から定まる極限引抜き抵抗

力は、同設計指針に定める標準貫入試験の結果に基づく支持力算

定式で適切に評価できる。 

 
図-1 補強材の構成 

 
図-2 先端翼及び掘削刃の形状(タイプⅢ) 
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